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2024 年度 臓器移植後調査の実施について（お願い） 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より当社団の活動にご理解、

ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、本年度も臓器の移植に関する法律に基づき、日本臓器移植ネットワークが臓器のあ

っせんをし、臓器移植を受けられた患者様の移植後の追跡調査を実施いたします。 

ご多用のところ大変恐れ入りますが、本調査にご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

つきましては、別紙をご確認いただき、2025 年 3 月 7 日（金）迄にドナーデータ伝送・

管理システム(DDDS)/臓器移植包括的レジストリ(TRACER)の移植後経過情報管理よりご入力

いただきますようお願い申し上げます。 

なお、臓器移植を受けられた患者様には、移植希望登録時にデータ利用及びデータ提供に

関する同意を得ていること*1を申し添えます。また、当社団で収集したデータにつきまして

は、当社団 個人情報保護方針*2に従い管理いたします。 

今後とも何卒ご理解のうえ、引き続きご支援賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 

 

*1「臓器移植をお考えの方へ」p.7 

(https://www.jotnw.or.jp/files/page/transplant/wish/doc/considertransplant.pdf)  

*2 個人情報保護方針 (https://www.jotnw.or.jp/privacy/） 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

公益社団法人日本臓器移植ネットワーク  

調査・研究部 

臓器移植後調査担当 

E-mail：investigation-research@jotnw.or.jp 

TEL：03-5446-8800（平日 10 時～16 時） 



2024 年度 臓器移植後調査について 

 

１．目的 

１）提供者家族並びに提供施設への報告 

２）我が国における移植実績や移植成績のデータ集積・分析・公表・調査・研究利用 

３）国会へ移植成績を報告 

 

２．対象者 

2023 年 12 月 31 日までに日本国内で死体臓器移植を受けられた患者様 

※既に書面にて｢死亡｣及び｢廃絶｣の報告を受けている方は除く。 

 

３．入力期限 

DDDS/TRACER にて、2025 年 3 月 7 日（金）までにご入力ください。 

 

４．入力上の留意点（「移植後経過報告運用マニュアル」をご参照ください） 

１）検査項目について 

本年度以前で未入力の欄につきましても、過去に実施しているデータがあれば、可能

な限り空欄にご入力入ください。 

２）退院日、社会復帰日について 

  「退院日」、「社会復帰日」欄をご確認いただき、未入力の場合は、ご入力をお願い 

いたします。 

３）入力内容の変更・訂正・未入力について 

入力内容に変更・訂正等がございましたらご入力ください。また、本年度以前で未

入力の欄につきましても、可能な限りご確認の上、ご入力ください。 

４）膵腎同時移植、肝腎同時移植について 

膵腎同時移植、肝腎同時移植の方については、「透析」の欄の「最終透析日」、「術

後透析回数」を必ずご入力ください。 

※膵腎同時移植、肝腎同時移植後にどちらかの臓器が廃絶した場合は、検索後の画面

には生着臓器のみが表示されますので、ご確認の上、ご入力をお願いいたします。 

 

※ご入力いただいた後、2025 年 3 月 31 日までに移植者の患者転帰並びに臓器転帰が変

更となった場合、大変お手数ですが、入力内容を修正いただきますようお願いいたし

ます。修正いただいた結果を国会報告に反映いたします。 

 

別紙 



2024 年 12 ⽉ 26 ⽇ 
移植実施施設 
 移植施設責任者 
 臓器移植後調査ご担当者 各位 
 

公益社団法⼈ ⽇本臓器移植ネットワーク 
 

臓器移植医学情報包括的レジストリ（TRACER）システムの運⽤開始時期の 

⾒直しについて（ご報告） 

 
 平素より⼤変お世話になっております。 

当社団では、2022 年度より⽇本移植学会をはじめとする臓器別各学会と協議を重ね、
わが国の死体・⽣体臓器移植レジストリの⼀元化と悉皆性を担保することを⽬的に臓器移
植医学情報包括的レジストリ（TRACER）システムを開発してまいりました。2024 年度
に最終改修を実施した上で、2025 年 1 ⽉より運⽤開始する予定で作業を進めてまいりま
したが、システム改修が予定通りに進まず、この度、下記のとおり、運⽤開始時期につい
て⾒直しを⾏うこととなりました。 
 TRACER に対する⼤きな期待をいただいている中で、運⽤開始時期が遅れることとな
り、深くお詫び申し上げます。 

ご不明な点などございましたら、当社団担当窓⼝にお問い合わせいただきますようお願
い申し上げます。 
 

記 
１． 運⽤⾒直し後のスケジュール 

① 2025 年 1 ⽉ 6 ⽇ DDDS（死体臓器移植後経過情報）から TRACER への切替 
現⾏の DDDS による死体臓器移植後経過情報の⼊⼒は TRACER の⼀部として稼
働開始します。 
※ URL・ログイン・パスワード・⼊⼒⽅法は従来と変更はありません。 
※ 移植施設での設定変更などは必要ありません。 
※ 臓器提供事例発⽣時の DDDS での意思確認⽅法に変更はありません。 

② 2025 年 7 ⽉ 新規移植症例（詳細）登録開始 
⽣体臓器移植を含む新規移植症例（詳細）の TRACER への登録が可能となります。
なお、これに先⽴ち、各移植施設向けの説明会の開催、必要なユーザ登録、設定な
どについて改めてご案内いたします。 

③ 2025 年 10 ⽉ 学会保有の医学情報データ移⾏完了 
学会が保有する⽣体臓器移植を含む医学情報を 2025 年 9⽉末までに移⾏完了させ、
2025 年 10 ⽉より各移植施設にて閲覧、⼊⼒、修正が可能となります。なお、各臓



器別学会へのデータ提供が開始されます。 

 
２． 計画⾒直しの理由 

学会保有データにおいて、臓器毎に死因、原疾患、既往症などの項⽬において、当
初想定より記載⽅法が多岐に渡っていたため、標準化とシステム開発に時間を要し、
開発業者において作業量が想定を超え、同時に当社団の他の開発が重複し作業が停滞
しました。計画の⾒直しを⾏い、開発業者の⼈員の増強とプロジェクト管理体制の強
化を図って進めています。 

以上 
 
 

【問い合わせ窓⼝】 公益社団法⼈ ⽇本臓器移植ネットワーク 
   システム管理部 ⼸指 義久（TRACER システム開発） 
   調査・研究部 芦刈 淳太郎（移植後経過報告） 
   e-mail sys-support@jotnw.or.jp 
   TEL 03-5446-8800 

 




